


年齢にかかわらず誰もがなり得る認知症について、一人ひとりが「自分ごと」

として理解する必要があります。認知症になってからも、本人の意思が尊重さ

れ、住み慣れた環境で自分らしく暮らし続けることができるよう、認知症や認

知症の本人についての理解を深めることが大切です。

知り得た個人的な情報は不用意に外部に漏らしません。ただし、支援を必要と

する人がある場合には、話し合って解決方法を検討したり・ご本人の了解のも

と必要な機関やサービスに繋ぐことがあります。


